
河
津
八
平
先
生
の
ご
退
任
に
寄
せ
て

河
津
八
平
先
生
は
、
平
成
二
〇
年
三
月
三
一
日
を
も
ち
ま
し
て
、
本
学
を
ご
退
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
は
、
研
究
・

教
育
・
本
学
の
行
政
に
と
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
と
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

先
生
の
お
名
前
は
、
私
法
学
会
や
学
会
誌
な
ど
を
通
じ
て
存
じ
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、
私
が
先
生
に
直
接
お
会
い
し
た
の
は
、
本
学

の
民
法
担
当
の
前
任
者
が
定
年
退
職
さ
れ
た
後
の
補
充
を
招
聘
教
授
枠
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
平
成
一
二
年
の
春
学
期
で
し
た
。

先
生
は
法
学
部
の
状
況
を
聞
か
れ
た
後
に
、｢

本
当
に
お
困
り
で
す
か｣

と
お
尋
ね
に
な
り
、
前
任
校
の
定
年
前
で
し
た
が
、
平
成
一
四

年
四
月
に
本
学
に
ご
着
任
頂
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
完
全
な
専
任
体
制
で
民
法
講
義
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。
こ
の
様

な
先
生
の
お
心
の
広
さ
と
優
し
さ
は
、
そ
の
後
も
我
々
後
輩
や
学
生
に
一
貫
し
て
注
が
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
の
ご
研
究
は
、
公
害
問
題
、
不
動
産
問
題
、
製
造
物
責
任
問
題
、
消
費
者
保
護
問
題
な
ど
広
く
民
法
の
財
産
法
全
般
に
わ
た
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
業
績
は
い
ず
れ
も
学
会
、
実
務
界
か
ら
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
五
年
九
月
に
下
関
市
立
大
学
論

叢
第
三
七
巻
第
一
号
に
発
表
さ
れ
た
「
製
造
物
責
任
論(

序
論)

」
か
ら
、
平
成
一
一
年
一
一
月
の
北
九
州
大
学
法
政
論
集
第
二
七
巻
二

＝
三
合
併
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
厳
格
製
造
物
責
任
法
に
お
け
る
指
示
・
警
告
上
の
欠
陥
」
ま
で
の
実
に
六
本
に
及
ぶ
製
造
物

責
任
に
関
す
る
論
文
は
、
斯
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
、
ア
メ
リ
カ
法
の
紹
介
に
関
す
る
も
の
で
す
が
、

わ
が
国
の
平
成
七
年
七
月
一
日
施
行
の
製
造
物
責
任
法
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
も
参
考
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
先

生
は
、
市
民
の
た
め
の
法
学
研
究
・
法
学
教
育
の
姿
勢
を
貫
か
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

退
任
間
近
の
今
日
も
、
先
生
の
学
問
的
情
熱
は
い
よ
い
よ
盛
ん
で
、
平
成
一
九
年
一
二
月
発
行
の
九
州
国
際
大
学
法
学
論
集
第
一
四

巻
二
号
の｢

消
費
者
保
護
と
特
定
商
取
引
法
（
４
）｣

の
続
編
を
執
筆
中
で
す
。

河
津
先
生
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
ご
健
筆
を
ふ
る
っ
て
く
だ
さ
い
。
先
生
の
今
後
の
ご
活
躍
と
よ
り
い
っ
そ
う
の
ご
健
勝
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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